
編集後記
■取材では、作家さんたちの制作現場を

見せていただきました。どの作家さんも

見ている人が驚くくらいの集中力で制作

に取り組まれていたのが、とても印象的

でした。アーティストの迫力のようなもの

を見せていただきました。（も）

■障がいのある人が運営スタッフをされ

ている取材先がありました。そのスタッフ

の方に、とても親切に接していただきまし

た。障がいのあるなしにかかわらず、人

は誰でも社会に貢献できる、ということ

を実感させていただきました。（あ）

■新生情報紙の第一号が、ついに完成し

ました。限られた時間の中で、精一杯が

んばってつくりました。とにかく、続ける

ことが大切だと考えています。どうか、読

者のみなさま、末永いご愛読をよろしく

お願いします。（は）

Artアート発信拠点紹介
アートシーンの中で、最近注目されてきているのが、アール・ブリュット、アウトサイダー・アート、エイブル・アート、ボー
ダレス・アート、マインド・アート…など、さまざまな名称で発信されている、障がいのある人たちなどが制作する“ つ
くるよろこび ”に満ちた芸術です。今回は、障がいのある人たちの自立を視野において、これらのアート活動をリードさ
れている3つの施設をレポートします。アートとはなにか…を考えてみるきっかけにしてください。

1995年、阪神 淡 路大 震災

が起こった年に、エイ

ブル・アート（可能性の芸術）・ムーブメ

ントは、奈良県で産声をあげました。こ

れは、障がいのある人たちが表現する「魂

の芸術」などを通して、現代に生きる人々

が忘れている感性を呼び覚まそうという

市民芸術運動です。

　これまで、「エイブル・アート・フェス

ティバル ‘ ９５」をはじめとした数々の展

覧会やワークショップを開催し、「みんな

が同じ生を受け、みんなに違う生き方が

ある。一つひとつの命が宇宙として光り

輝く」ことを発信してきました。

　たんぽぽの家にあるアートセンター

HANA は、「Art」「Work」「Communi-

cation」をコンセプトに、障がいのある人、

ない人、すべての人がアートを通じて自

由に自分を表現したり、互いの感性を交

感する活動を行っています。個性を活か

1985年に、陶芸家の西念

秋夫さんの指導のもと

設立された土の子陶房は、「マインドアー

ト」をキーワードに縄文テイストを活か

した陶芸を中心とするアート活動を行っ

ています。当初は、自立を志す視覚障が

いのメンバーが中心でしたが、1993 年

のデイセンターせんなんの誕生とともに

陶芸グループを結成。陶土で丸い玉をつ

くったり、ひもをつくったりすることから

はじまり、くっつけたり積み上げたりしな

がら、立体を把握し、表現する力や対象

物をとらえる感性を大切にすることを重

視して、試行錯誤しながら造形に取り組

んでいます。

　日本最初の焼き〆の陶器である須恵器

の産地として大和朝廷の時代から知られ

ている泉州産出の赤土を用いた縄文粘

土を使い、マキで焼成された作品には、

観た人ふれた人の心を捉えて離さない屈

託のない魅力にあふれています。土の子

の作品を買っていく人はよく「連れて帰る」

と表現されますが、それはもしかすると、

自分の分身あるいは家族の一員のような

存在なのかもしれません。

　2000 年８月、土の子に大きな転機が

やってきました。若手作家の登竜門的な

存在として知られる天満屋岡山店美術画

廊において「マインドアート」作品展 “ ぬ

くもりの世界 ” を開催したのです。この

20年ほど前に絵本作家のはたよし

こさんが西宮市のすずかけ作

業所ではじめた絵画クラブをきっかけに、

得意にしていることを仕事につなげようと

いう想いを込めて、すずかけ作業所の商

品開発部門の役割を担って 2001 年に創

設されたのが、あとりえすずかけです。

　最初は、ポストカードの制作がメイン

でしたが、作家の個性に合わせて商品化

を図っていくうちに、アイテムがどんどん

拡がってきて、いまではＴシャツや手ぬ

ぐい、バッグなど雑貨展ができるくらい

の幅広さを持つようになりました。現在、

22 人の作家が制作に取り組んでいます。

　あとりえすずかけでは、制作活動を仕

事と捉えています。作家たちも制作活動

を仕事と認識していて、あとりえで制作し

ているときには仕事モードになります。ま

た、あとりえすずかけでは、作品と商品

を明確に分けています。そこには、作品

も商品もどちらもアートだけれど、展示

して見てもらって “ 感動 ” を与える作品と

買っていただくことで “よろこび ” を共有

してもらえる商品、それぞれの役割を明

確にしたいという想いがあります。商品に

関しては、買ってくれた人がいることを知

ることが、作家の次の創作へのモチベー

ションを高める“よろこび ” にもなっていま

す。作家たちは、制作という仕事を通して

プロフェッショナルになっているのです。

しながら絵画や立体造形、テキスタイル、

陶芸などに取り組むスタジオや同時代の

人たちの表現を多彩な視点で紹介するギ

ャラリー、コミュニケーションを深めるカ

フェ＆ショップなどがあります。

　また、個性あふれる絵画やイラスト、

書など、障がいのある人たちのアート作

品を商品化したりデザインとして使用でき

るようにして、社会に向けて発信するため

にエイブルアート・カンパニーを２００７

年に設立。障がいのある人がアートを仕

事にし、自分らしく生きていける環境づ

くり、仕組みづくりを行っています。現在、

登録されているカンパニーアーティストは

60 名以上。その輪はどんどん広がって

います。

　たんぽぽの家では、これまでの活動の

中で培ってきた知識やノウハウをフォーラ

ムやワークショップなどを通じて公開し、

共有しています。このようにネットワーク

を広げることで、障がいのある人、ない

人に関わらず、子どもからお年寄りまで、

すべての人が表現の楽しさや自由を再発

見し、ほんとうの意味での豊かな社会の

構築をめざしています。

晴舞台での経験は、メンバーにとってか

けがえのない自信となりました。そして、

作品展をご覧いただいた方 と々の新たな

出会いも生み出しました。

　現在は、作陶から窯業へと活動概念

を拡げて、これまでのマインドアートに

代表される造形への取り組みとともに、

型で粘土を抜いたり、型に押し込んだり

する作品づくりも実践しています。そのひ

とつが、「だんじりはしおき」。このよう

な活動により、より多くのメンバーが陶

芸作業に向き合えるようになりました。

　土の子の作品は、土づくり、マキづくり、

そして作品づくりの三つがひとつになっ

て、はじめて「土の子」になります。そん

な想いを礎に、これからも、メンバーは

もちろん、地域に貢献できるアート活動

を展開していきたいと考えています。

　あとりえすずかけのポリシーは、「作家

の個性を活かすこと」。キャラクターが得

意な人もいれば、印刷のように同じもの

を描ける人もいます。そこで、スタッフは、

筆などの道具から絵具の種類や色まで、

一人ひとりのよさを見つけて、その個性に

合ったものを探します。また、商品づくり

の際、スタッフは作家に対して、さまざ

まなアドバイスを行います。作品づくりの

場合は、作家の描きたいように描いても

らうようにしていますが、商品づくりにお

いては、作家とスタッフがお互いの考え

ていることやできることを融合させること

が大切だと考えているからです。

　誕生して 10 年。これからも作家たちに

「表現する場を提供し続ける」ことを基本

にして活動していきます。

アートとは関係づくり。人と作品の間、あるいは人と人の間に、新
しい絆をつくるのがアートの機能、と語るのは、スタッフの岡部太
郎さん（左）とエグゼクティブディレクターの酒井靖さん（右）。

ひ と ま ず の 結 論 … 　アートとは、生きるよろこびを分かち合うための絆。　

≪お問合せ≫
武庫川すずかけ作業所　あとりえすずかけ
〒 663-8131 兵庫県西宮市武庫川町 4-1
Tel.0798-43-3760  Fax.0798-43-1443
URL: http://www.ichiyou-kai.or.jp/mukosuzu/index.html

　アートは、決して難しいものでも特別なものでもありません。誰
もがもっと気軽にふれあうことのできる、いわばコミュニケーショ
ンツールのひとつかもしれません。
　アートは、人の感性を育て、豊かな包容力を生み出すなど、人間性
を培う方法のひとつと言えます。作品と接する人たちの「感性の扉」
を開け放ち、感動やよろこびを与えてくれます。この言葉にならない、
言葉にできない共感こそが、アートのもつ機能なのです。
そんな考えのもと、新生ビッグ・アイは、「アート・プロジェクト」を
スタートさせます。
　これまで、自分は芸術とは関係ないと思ってきた人たちや好きだ
けど制作してみる勇気のなかった人たちに、アートを開放するよう
な活動を興していきたいと考えています。そして、アートと社会の
橋渡しができたら、とも考えています。
　新生ビッグ・アイがめざしているのは、「アートのハブ」となること。
情報の発信源であるとともに、収集装置ともなるような、アートの
核拠点です。生きるよろこびをみんなのものに。そんな想いを胸に、
新生ビッグ・アイは新たな歩みを踏み出します。ご期待ください。

ビッグ・アイ
「アート・プロジェクト」

 開 始。
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≪お問合せ≫  財団法人たんぽぽの家
〒 630-8044 奈良県奈良市六条西 3-25-4
Tel.0742-43-7055　Fax.0742-49-5501
URL:http://popo.or.jp

作品募集    

ビッグ・アイ「アート・プロジェクト」第一弾

勇気が出たり、元気が出たり…。作品にふれた人にとって栄養
になるようなものがアートなのかも…と、あとりえすずかけのスタッ
フ犬島佐智子さん（右）と三栖香織さん（左）は語ってくれました。

≪お問合せ≫　土の子陶房
〒 596-0808
大阪府岸和田市三田町 1336　東山自立センター
Tel.072-445-7168　Fax.072-445-5207
URL: http://tsuchinoko.kt.fc2.com/

現場
レポート

　国内外に広く門戸をひらき、障がいのある方の
さまざまなアート作品を募集します。
　応募いただいた作品は、１次選考を経てビッグ・アイでの展示会で発
表するほか、さらに２次選考を通過した作品については、国内外での展
示など、社会への発信の機会を提供していきます。

生きるよろこびをみんなのものに。
ビッグ・アイは、アートのハブをめざします。

お問い
合わせ

TEL.072-290-0962 ／ FAX.072-290-0972 ／
Ｅメール museum@big-i.jp

募集要項

PProject

↗

連れて帰る感覚の個性的な陶芸作品たち。
縄文テイストを活かしたアート活動を実践。

土の子陶房

個性が活きる一点ものの商品にこだわり、
“よろこび ”の共有をめざしています。

あとりえすずかけ

エイブル・アート・ムーブメントを提唱し
アートのネットワークを広げています。

たんぽぽの家

なにか気になるとか、観たりふれたりした人に、答えをくれるのではな
く、質問をしてくるようなものがアートなのでは、と語る土の子陶房
主宰の松岡能彦さん（左）とマネージャーの中川江理子さん（右）。

詳しくは、ビッグ・アイホームページをご覧ください。

　 　 　 　 　 　 　 　   

http://www.big-i.jp/
詳しくは…　http://ashiya-museum.jp/

国内外の障がいのある方。個人／グループは問いません。
絵画、イラスト、CG（印刷物）、書、写真、造形、工芸などのアート作品をご
応募ください。
※生花など生鮮物を用いたものや、展示上の制約がある空間アートは対

象外とします。
※サイズは、50号（1167×1167mm）以内の平面作品、幅1.5m・奥

行き1.5m・高さ2m以内の立体物であれば、おおむね展示可能です。
※その他、展示が困難であったり特別な取り扱いを要するなど、作品に

よっては受け付けをお断りさせていただく場合があります。不明な場
合は事前にご相談ください。

2011年10月20日（木）必着。
ビッグ・アイのホームページ（http://www.big-i.jp/）に掲載された応募
用紙に必要事項を記入のうえ、作品写真を同封し、封書で下記の応募先
までお送りください。
　
◇額なしで撮影し、2Lサイズ（12.7cm×17.8cm）でプリントしてくだ

さい。
◇平面作品の場合は１枚、立体作品は３枚以内で作品の全体像がわかる

ようにしてください。
◇写真の裏面には、作者名と作品名を明記してください。
〒590-0115　大阪府堺市南区茶山台 1-8-1　
国際障害者交流センター  「公募作品展」係
１次審査（写真審査）・２次審査（実物審査）
入選作品には賞状を贈呈し、なかでも優れた作品に対しては、施設内で
の展示や、国内外の展示会への出品のため、借用（若干の謝礼金あり）を
申し入れさせていただきます。
また、意欲と才能のある作家の活動を応援し、活躍の場や機会を創出し
ていきます。

ビッグ・アイギャラリー

「 i+（アイプラス）」オープン！
エントランスホールやホワイエなど、ビッグ・アイのパブリックスペースをギャ
ラリーとして開放します。個展、グループ展など、さまざまな発表のスペー
スとしてご利用ください。

みんなに、フレンドリーなギャラリーできました。

■対 象 者 ：障がいのある個人およびグループ／一般の方
■申 込 み ：障がいのある方・６カ月前、一般の方・３か月前
■展示期間：１週間単位（月曜午後～翌週月曜午前）とし、最大３週間
■展示作品：絵画、彫刻、写真、工芸などの美術作品
　　　　　  ※展示品の大きさや展示方法についてはご相談ください。
■無料貸出品：ピクチャーワイヤー、テーブル、イス
　　　　　　※スポットライト、ピクチャーライトなどの照明設備はありません。

国際障害者交流センター　ギャラリー係
TEL.072-290-0962　gallery@big-i.jp

お問合せ・お申込み お問合せ・お申込み

利用
無料

国際障害者交流センター　モニター係
TEL.072-290-0962　monitor@big-i.jp

ビッグ・アイ
モニター募集中！

第36回 わたぼうし音楽祭

アートピクニック―美術をたのしむ

ご利用者の視点から、ビッグ・アイを評価してください。
ビッグ・アイでは、よりご利用者や地域のためになる事業企画・運営を行うため、
ビッグ・アイモニターを募集しています。
モニターの方々には、イベントでのご利用者アンケートで把握できないような
中長期的な視点でビッグ・アイの事業を評価していただきます。運営管理者の
視点とは違った視点から、さまざまなご意見をお寄せください。

ゲスト：第1回「韓国わたぼうし音楽祭」　
　　　   優秀賞受賞作品の発表
特別企画：わたぼうしの詩人たちから寄　
　　　   せられた希望の詩を紹介し、　
　　　　   明日へエールを贈ります。

【会      場】芦屋市立美術博物館　第1展示室／第2展示室
【開催期間】2011年8/6（土）～2011年10/2（月）
　　　　   ※会期中の月曜日は休館（ただし9月19日は開館、翌20日は閉館）

【開館時間】午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）  
【 観 覧 料 】一般300円、大高生200円、中学生以下無料

2011年 8/7（日）
開場13：30　開演14：00 終演17：00

【会  場】奈良県文化会館国際ホール

ビッグ・アイの運営に、あなたの声をお寄せください。 あなたの明日へエールを贈ります。

日常にあふれている楽しい・美しいモノをみつけるきっかけに

特典あります！

お手軽です！ 年２回、モニター通信簿をご提出していただ
くだけで、簡単にご参加いただけます。
モニターに登録された方をビッグ・アイのイ
ベントや宿泊体験にご招待します。

応募資格
募集内容

　
応募締切
応募方法

　
作品写真について

　
応 募 先
　
審査方法
入選特典

【前売券】一般2,500円（当日3,000円）　
            高校生以下1,500円（当日2,000円）

第36回 わたぼうし音楽祭実行委員会
〒630-8044　奈良県奈良市六条西 3-25-4　奈良たんぽぽの会内
Tel.0742-43-7055  Fax.0742-49-5501
E-mail：wataboshi@popo.or.jp  URL:http://popo.or.jp

お問合せ
連絡先

Present

 ビッグ・アイ

■個人情報の取り扱いについて…
お預かりしました読者のみなさまの個人情報につきましては、ビッグ・アイ協働機構が厳重に管理し、本紙の運
営・実施の目的に利用させていただき、目的外での利用はいたしません。また、お預かりした個人情報は、読者
のみなさまの同意なしに、業務委託先以外の第三者に開示・提供することはありません（法令等により開示を
求められた場合を除く）。

●応募方法 郵便はがき、ファックス、Eメールにて、それぞれ、ご希望の商品（A・B・
C・D）、お名前（ふりがな）、ご住所（郵便番号をお忘れなく）、お電話
番号、本紙へのご感想やご希望、ご意見などをご記入いただき、ご応募
ください。 ※読者のみなさまからいただいたご意見を「i-co」紙面でご紹介する場  
　　　　　　合があります。予めご了承ください。

●応募宛先      〒590-0115　大阪府堺市南区茶山台1-8-1
                     国際障害者交流センター　「i-co編集事務局」プレゼント係
                     TEL.072-290-0962  FAX.072-290-0972  Eメール i-co@big-i.jp

●応募締め切り 2011年8月31日（水）消印有効
　　　　　　   ※ファックス、電子メールの場合は8月31日午後11時59分送信分まで有効

　

あとりえすずかけの作家のポストカードを4名様にプレゼント！
A.尼﨑昌弘直筆ポストカード（1名様）
B.伊東鉄也ポストカード5枚セット（1名様）
C.小山充基ポストカード3枚セット（1名様）
D.西本尚美・角谷祥子・志村隆幸
　ポストカード3枚セット（1名様）

Present
i-co 読者プレゼント

A B C D

↗

検索

B i G - i  C o m m u n i c a t i o n  P a p e r特集　アートってなんだろう？


